
場所⽂化フォーラム
「⼥性活躍＠⾼崎市、原発問題＠⼤熊町
を題材にしたチェンジ・メイカー育成プログラム」



 地域において、地域の担い⼿を育成する仕組みを、地域で持っていくこ
とは、次世代に地域をつむいでいくためにも必要な機能であると考えてい
る。

 本事業では、
 ①群⾺県⾼崎市、②福島県⼤熊町にて、地域の課題を学習者が発
掘・設定し、１ヶ⽉、３ヶ⽉、あるいは数ヶ⽉連続的に同じ地域の⽅々
と関わりながら、 「チェンジメーカー」育成のプログラムを開発する。

 現在のリカレント教育においては、明確な社会課題を提供し、その中
で、課題解決を思考し、実⾏する教育が多い。

 本事業では、課題を与えずに、探求してもらうことに重きをおき、学習者
の受⼊側の問題意識や課題設定、その解決策（活動⼿法等）に対
しても、問題意識をもってもらい、学習者が当事者として、⾃分だったら
どうするのかを考えることができる教育プログラムとする。

 ・対象者は、社会⼈、学⽣等

 ・課題を探求する能⼒を伸ばすプログラム

 ・本年度は、5年間を通して事業者としてプログラム開発のノウハウ・知
⾒を蓄積する中で、⼈⼝37万⼈の中核市である「⾼崎」、⼀⽅、原⼦
⼒発電所の事故により⼀からまちづくりを始める「⼤熊」が抱えている課
題ならびにプログラムの構成要素と参加者の能⼒開発の相関関係を明
らかにし、共通する課題を抱える全国の地⽅の現場においても、プログラ
ムをカスタマイズして、⼈材開発プログラムを提供していく。

背景 プログラムの狙い

背景とプログラムの狙い
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実施内容︓プログラム設計

＜事業概要＞ フィールド①群⾺県⾼崎市

■研修概要
①10⽉８⽇に開催される美スタイルマラソン
http://bistyle-run.com/（⼦宮頸がん予防・撲
滅）、10⽉15⽇に開催される⼭名⼤祭のマルシェ
イベントなどに参加して受⼊事業者が地域の中で果
たしている役割を実感。

②各受け⼊れ⺟体の新規事業・ビジネスの⽴ち上げ
に関わる。

③①、②の経験を踏まえ、⾼崎で、コミュニティビジネ
スを⽴ち上げるための⾏動計画を⽴案する。⽴案す
るだけではなく、地域の⼈脈(街のキーマン、⾦融機
関など)等を得て、次年度以降、具体化を検討して
いくものを⽬指す。

■学習者（下記、２形態で実施する）
学習者①︓７名（報奨⾦６万円／⼈を⽀払う）

○１０⽉１⽇から１０⽉１５⽇まで、美スタイルマラソンの運営準備、
⼭名⼤祭のイベントの企画運営・準備
10/24.25プログラムふりかえり

10/29.31⼈に会いに⾏く旅プログラム
10/26.11/2.11/16社会✕デザイン（働き⽅のデザイン講義等）
11/7⾼崎・⼤熊プログラムとの相互交流＠東京
○１２⽉２⽇まとめイベント

学習者②︓４名（報奨⾦２０万円／⼈⽉＊３ヶ⽉を⽀払う）

○10⽉1⽇から12⽉末（３ヶ⽉）の常駐プログラムに参加（２名）
○10⽉15⽇から1⽉15⽇（３ヶ⽉）の常駐プログラムに参加（２名）
○常駐先︓佐藤病院（受元︓佐藤先⽣）、⼭名⼋幡宮（受元︓⾼井宮司）、

しののめ信⽤⾦庫（受元︓横⼭理事⻑）

■⼤テーマ・課題︓群⾺県の中核都市・⾼崎市（⼈⼝37万⼈）。少⼦⾼齢化が進む地⽅都市として様々な課題が顕在化してきているが、そんな中で、今回の
受⼊先となる佐藤病院、⼭名⼋幡宮、⾦澤屋、しののめ信⽤⾦庫は、地域の課題解決のために様々な取り組みを⾏っている。核家族化、共働き化が進む中で、
⼥性の働き⽅を含めてどのような家族像を⽬指すべきなのか（佐藤病院）。地域のコミュニティの中で、神社はどのような役割を果たせるのか（⼭名⼋幡宮）。地場
の⾦融機関として、信⽤⾦庫は地域経済へどのような貢献ができるのか（しののめ信⾦）。⾼崎に限らず、⽇本各地で同じ社会課題が発⽣している。参加者は⾃
ら課題を設定し、解決に向けた取り組みを⾏う。
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＜事業概要＞ フィールド②福島県⼤熊町

■研修概要

①10⽉から12⽉に、毎⽉２回（全６回）開催す
る未来会議などへの出席

②⼤熊町に対する提案。

■学習者︓９名（旅費負担。場所は、⼤熊町、郡⼭市、会津若松市、いわき市）

10/10.11オリエンテーション＠⼤川原連絡事務（⼤熊町現地視察含む）
10/24 未来会議＠中通り連絡事務所への参加
11/7⾼崎・⼤熊プログラムとの相互交流＠東京
11/28 未来会議＠中通り連絡事務所への参加
12/5 未来会議・部会への参加
12/19 未来会議・部会への参加

■⼤テーマ・課題︓東⽇本⼤震災及び福島第⼀原⼦⼒発電所事故を経て、漸く、平成31年春に避難指⽰解除となる。これに合わせて、⼤熊町では、現在、未
来会議という実践するための会議⺟体をつくり、若⼿職員（20代から30代）により、これからのまちづくりに関するアクションプランづくりを⾏っている。例えば、シンボル
となり、新しいコミュニティの再⽣の場としての古⺠家再⽣事業、外部からの研修受け⼊れ事業等を柱に具体的な⾏動計画を⽴案しようとしている。

学習者には、この⾏動計画⽴案、実⾏におとしていく準備段階の現場をつぶさに体験してもらい、学習者は、この厳しい環境下にあるものの、他ではあまり体験のでき
ない、ハード・ソフト両⾯において、０から始まる⼤熊町のまちづくりを体感してもらい、例えば、⼤熊町を想定し、各⼈がコミュニティビジネス等を⽴ち上げる場合の⾏動
計画を検討する。良いもの、地域の賛同をえられたものは、次年度以降も具体化を検討していく。

実施内容︓プログラム設計
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実施内容︓参加者構成
フィールド①群⾺県⾼崎市（20⽇間プログラム）７名

【属性】

・性別︓７名中６名が⼥性、１名が男性

・職業︓７名中５名が主婦（３０代）、２名が学⽣（２０代）

・参加動機︓⾃分の空いている時間にできそうなことだった。

地域の他の⼈に出会えるということに興味有り等

女性 群馬県内
（高崎市）

30代 主婦

女性 群馬県内
（吉井町）

30代 主婦

女性 群馬県内
（高崎市）

30代 主婦

女性 群馬県内
（高崎市）

30代 主婦

男性 群馬県内
（高崎市）

20代 高崎経済大学3年

女性 群馬県内
（高崎市）

20代 高崎経済大学4年

女性 群馬県内
（高崎市）

30代 主婦

フィールド①群⾺県⾼崎市（３ヶ⽉間プログラム）４名

【属性】

・性別︓４名中３名が⼥性、１名が男性

・年齢︓４名中２名が３０代、２名が２０代、職業はそれぞれ異なる。

・地域︓群⾺在中２名、県外２名

男性 群馬県内
（高崎市）

30代

女性 群馬県内
（高崎市）

30代 主婦

女性 群馬県外
（京都市）

20代 同志社女子大学

女性 群馬県外
（富山市）

20代 フリーランス

・参加動機︓
ー 起業したいと考えおり、その⾜がかりやネットワークを構築できればと思った。
ー 地域に根ざしている事業で、本来事業だけはなく、地域活性化をしている

事業とはどのようなものかということに興味があった。
ー 漠然と「地域創⽣」や「地域再⽣」というものに興味あり、実際に、地域と

いうものに関わりたいと思った。
ー 海外で仕事をしていく計画があり、その前にできるだけ多くの縁をもらった

地域を体感したいと考えた。
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実施内容︓受⼊先

■受⼊先概要②

⼭名⼋幡宮（群⾺県⾼崎市⼭名町１５８１）︓
・⼭名⼋幡宮は守護⼤名⼭名⽒の祖⼭名義範が安元（1175年-1177年）年間、宇佐神宮の分霊を勧請して社殿を造営し、武運の神として崇敬したのが創設。南北朝時代に南朝の尹
良親王が⼭名城に滞在、城主の娘が親王の⼦を懐妊しその安産を祈願して以来、安産・⼦育ての神として⻄上州の信仰厚く称えられ、現在でも多くの家族が祈願に訪れている。
・⼭名⼋幡宮では、今⼀度神社の本来のあるべき姿を⾒つめなおし、「ハレの⽇」はもちろん「⽇常の場」として⼈々が集まり、⼼の拠り所となる神社を⽬指している。そうした趣旨から、以下のよう
な事業を神社境内にて展開している。
①ミコカフェ
⼦育て中のお⺟さんや、妊婦さんをメインターゲットにした、⼩さな⼦連れでも気軽に⽴ち寄れるキッズマタニティーカフェ。化学調味料を使わない、体に優しい安⼼安全の⾷事を提供。⼦育てに関
する様々なセミナーも随時開催。
②あそびばプロジェクト
みんなで作るあそびばプロジェクトは、古くから地域の中⼼であった神社の境内地に、⾃分たちの⼿であそびばを作っていくことで、神社がかつて持っていた「あそびば」としての機能を復活させる為、毎
⽉1回季節を感じることのできるイベントを開催。
③ピッコリーノ
厳選した素材を使⽤して、⼩さなお⼦様からお年寄りまで毎⽇⾷べても飽きない、安全でおいしい無添加の天然酵⺟パン屋。⽇常の⾷事であるパンを通じて、⾃然と交流が⽣まれる場所を⽬指
す。

■受⼊先概要①

佐藤病院（群⾺県⾼崎市若松町９６）︓
・分娩数は年間約1500。産婦⼈科としては規模でも全国有数（⽇本で最も多い病院は約3000分娩／年、佐藤病院は全国で２６番⽬に多い）の病院であり、現在は医家１２代⽬佐
藤雄⼀⽒が院⻑を務める。
・雄⼀⽒は⽇本産婦⼈科学会専⾨医や⽇本抗加齢学会専⾨医、⽇本⼥性医学学会⼥性ヘルスケア専⾨医、など多くの専⾨医資格を持ちつつ、⼥性の⼼と体の健康の増進、予防啓発活
動を⾏っている。
・佐藤病院としても妊娠するための⼼とからだづくり、妊娠出産後の⽣き⽅と健康づくり、選択肢の多い⼥性の⽣き⽅を⽀える地域社会づくりに邁進している。妊娠したときに⼥性は初めて、⼥性と
しての⼼⾝の健康、⺟⼦への栄養（⾷）、睡眠の質・あり⽅に向き合う。
・この妊娠という⼥性の気付きの節⽬を機に、佐藤病院ではプレコンセプションケアとして様々な学びのプログラムを展開している。

フィールド①群⾺県⾼崎市
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■受⼊先概要
⼤熊町役場内未来会議︓20代から30代の若⼿職員から構成される。震災以降、⽉１回集まり、まちびらき以降のまちづくりの⽅針、アクションプランづくり、
事業化準備等をおこなっている。

フィールド②福島県⼤熊町

■受⼊先概要③

しののめ信⽤⾦庫⾼崎⽀店（群⾺県⾼崎市上中居町58）︓
・しののめ信⽤⾦庫は、⽇本で本来的な産業組合への回帰を⽬指すべく動き始めた信⽤⾦庫である。⾦本位主義ではなく「愛本位主義」を社是としている。⾦じゃなく愛なのだと。信⾦
業界のチェンジメーカーである。
・⽇本の中でいち早く社会課題の本質に気づき、⾃ら⾏動を起こしたのがしののめ信⾦である。その第⼀歩⽬が、いわゆる「まちの編集室」の⽴ち上げである。グローバル⾦融機関ではなく、
地域事業者と⼀体化したローカルファイナンスたるべく、平成３０年６⽉正式に設⽴された。
・しののめ信⾦今後経営の基本⽅針 （ⅰ地域⾦融事業としての本願へ回帰 ⅱお⾦でお⾦を稼ぐのではなく、地域事業の収益増を主眼に ⅲ地域の社会課題に市場が潜在。）
・地域の持続の源として まちの編集室の設置 （ⅰそうした⽅向に適応した⾦融⼈材としての再認識、触発、気づき、育成が急務 ⅱまちの編集室を設置、地域の社会課題に向き合
い、地域のリソース再発掘、社会課題の解決に向け、⾃⾝が新たに問いを⽴てる ⅲ編集室の設置に併せ、各⽀店では地域社会課題を共有するワークショップを定期開催。）
・今後の取組として、オープンイノベーションの導⼊
ⅰ連携実施事項１こうした草の根的な地域社会課題の拾い上げとともに、先⾏する地域事業や社会性ある事業に着⼿している同⼠を招聘、学びの機会を増幅させる。

ⅱ連携実施事項２同様の課題を抱える⽇本全国の信⽤⾦庫職員の意志ある⼈間を招聘、相互に⼈事研修交流を実施

ⅲ連携実施事項３信⽤⾦庫だけでなく、未来の⾦融マンたち（⾼校⽣、⼤学⽣、院⽣等）にこれからの⾦融とりわけローカルファイナンスの基本姿勢を⼀緒に学ぶ機会と場所を創設
する。

実施内容︓受⼊先
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成果︓概要

理由・改善/発展の⽅向性実際の達成度達成したい状態
 参加者
 ・物事に対して、当事者意識を持つことが
できる。

 ・地域の課題を探求し、発掘できる。
 ・その上で解決策を提案できる。
 ・地域の⽅々とのコミュニケーション能⼒の向上

 受け⼊れ先
 ・研修プログラムを構築
 （様々な考え⽅を持つ⽅々を迎えて、研修
プログラムを提供することの課題を得る）

 ・⾼崎、⼤熊町ともに、本プログラムの⽬標等について、
あえて事務局側で学習者に与えなかったため、学習者は
多いに悩むという状況に陥った。

 ・そのサポートとして、学習者と常にミーティング（ウェブ上、
実際に会う）を⾏うことで、受け⼊れ先も、⼈を⻑期に
預かるという学び、学習者も悩みを克服していった。

 ・また、次回は、⼈材の選出と受け⼊れ先とのマッチングを
丁寧に⾏う。

 参加者
 ・⾼崎２０⽇間プログラムにおいては、主婦
（⼦どもを持つ）の⽅々が⼤変を占めた。
結果的に、地域や社会というものが⾝近な
ところにあり、接点をもつことができ、また、⼩
さなビジネスを⽣み出すこともできるかもしれ
ないという可能性が芽⽣えた。

 ・⾼崎９０⽇プログラムにおいては、ホスティ
ングという事業で、個⼈事業主として⾃⽴す
るという者がでたり、⼥性の⾝体や健康とい
うテーマで事業化していくために修⾏を続け
るという者がでたりしている。

 ・⼤熊町プログラム学習者においては、復興
といった思い⼊れを描き参加したところ、復
興の現実を知り、地元住⺠とのコミュニケー
ションの難しさを体感し、どうしたらよいかわか
らなくなる中、最終的に、住⺠との気持ちに
寄り添いながら、学習者⾃ら提案を⾏うに
⾄った。

 受け⼊れ先
 ・研修プログラムを構築（改善を含む）
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成果︓詳細
成果測定︓事務局（ボストン・コンサルティング・グループ）作成のウェブサーベイを利⽤して測定

結果︓研修内容の実施前と実施後の事前と事後の
ウェブアンケート調査結果（７名平均）を⽐較すると、
概ね、事後の伸びているが、「4.⾃⼰肯定/⾃⼰効⼒」
と「6.リーダーシップ」について、事後の⽅が低い結果と
なった。

【⾼崎２０⽇間プログラム学習者】

結果︓研修内容の実施前と実施後の事前と事後のウェブ
アンケート調査結果（４名平均）を⽐較すると、概ね、事
後の伸びているが、若⼲、「7.多様性（価値観・専⾨分
野・所属・国籍）の受容⼒・共感⼒」について、事後の⽅
が低い結果となった。

【⾼崎３ヶ⽉プログラム学習者】
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結果︓研修内容の実施前と実施後の事前と事後の
ウェブアンケート調査結果（９名平均）を⽐較すると、
「2.課題解決⼒」、「5.圧倒的な当事者意識」のいが
事後⾼まったという結果となった。

この結果については、本当に、厳しいまちびらきを控え
た、福島県⼤熊町のまちづくりの現状、町の⼈達との
コミュニケーションの難しさ、⾃分の実⼒不⾜を痛感し
た等の結果であると推測できる。。

⼀⽅で、このような環境の中、今回の事業で求めた課
題解決⼒や当事者意識についてきちんと、醸成され
たという結果となった。

【⼤熊町プログラム学習者】

成果︓詳細
成果測定︓事務局（ボストン・コンサルティング・グループ）作成のウェブサーベイを利⽤して測定
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